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日本ラグビー界のトッププレイヤーとして活躍し、今年1月、現役生活にピリオドを打った

大畑大介さん。ワールドカップやご自身の今後についてお話を伺いました。

――4月月月月のののの「「「「みなとみなとみなとみなとスポーツフォーラムスポーツフォーラムスポーツフォーラムスポーツフォーラム」」」」でのでのでのでの講演講演講演講演はいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたかはいかがでしたか？？？？

ひとりしゃべりは初めてだったんで、すごく緊張しました。自分ひとりで話を構成したり、

場の空気をつくりあげるのは非常に難しかった。でもいい経験をさせてもらいました。 

また高校時代から、東京で試合があるときは青山のホテルに滞在していたので、港区

は東京のホームタウンのようで落ち着く場所なんです。

――書籍書籍書籍書籍『『『『信信信信じるじるじるじる力力力力』』』』のののの執筆執筆執筆執筆やややや、、、、そのほかそのほかそのほかそのほか各種各種各種各種メディアメディアメディアメディアでもごでもごでもごでもご活躍活躍活躍活躍ですねですねですねですね。。。。

「ラグビー界の伝道師」として裾野を広げるのが僕の仕事だと思っています。 

まずは、いろいろなメディアに顔を出して2019年に日本で開催されるラグビー・ワールド

カップを告知していきたい。日本ラグビーの応援番組「ラグマヨ！」への出演もその一つ

です。 

できることは何でもやって、ひとりでも多くの方にラグビーを知ってもらいたいですね。

――9月月月月9日日日日からからからから「「「「ラグビーラグビーラグビーラグビー・・・・ワールドカップニュージーランドワールドカップニュージーランドワールドカップニュージーランドワールドカップニュージーランド大大大大会会会会」」」」がががが始始始始まりますねまりますねまりますねまりますね。。。。

「なでしこジャパン」を見てもわかるように、大会での活躍は一番のアピールとなるので、

日本チームには頑張ってもらいたいです。この大会の結果が2019年につながるのは間

違いなく、そのため選手たちが背負う期待は大きいですが、それに応えるだけの力があ

るチームです。

また、困難に立ち向かうチームの姿を現在の日本の状況と照らし合わせてみることで、

復興の励みにもなるのではないでしょうか。震災から時間がたち、被災地は今、前を向く

時期だと思うので、ラグビーを通してその背中を押せたらと思っています。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1975年生まれ。 

小学2年生からラグビーを始め、東

海大仰星高時代に日本代表選出、

京都産業大時代に日本代表入り。

98年神戸製鋼に入社し、99年ラグ

ビーW杯に出場。 

オーストラリアへのラグビー留学、

フランス・プロリーグ・モンフェラン

への移籍を経て再び神戸製鋼へ。

2010-2011年シーズンをもって現役

を引退。



――ラグビーラグビーラグビーラグビーのののの魅力魅力魅力魅力とはとはとはとは何何何何でしょうかでしょうかでしょうかでしょうか。。。。

ラグビーは組織として成熟していないと機能しないスポーツです。大きい人間もいれば、

小さい人間もいる。足の速い人間、力のある人間…。そのなかで、それぞれが良さを発

揮するためには、お互いの特長をしっかりとらえ、尊重し合うことが大事です。 

これは社会に置き換えることもできます。「社会の縮図」、そこがラグビーの魅力でしょう

か。

僕にとってはラグビーが「最大の表現手段」です。ラグビーと出会ったことで僕のなかに

ヒーロー「大畑大介」が生まれ、常にその理想のイメージにチャレンジし続けてきました。

――Kissポートポートポートポートのののの読読読読者者者者ににににメッセージメッセージメッセージメッセージをおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。

ラグビーを知らない方も、一度試合を観ていただきたいですね。残念ながら僕はグラウ

ンドに立っていないですが（笑）。 

港区には秩父宮ラグビー場というすばらしいグラウンドがあります。試合の雰囲気に触

れることでラグビーの魅力は十分に伝わると思うので、ぜひ足を運んでみてください。
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